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マナーを学んで音楽鑑賞♪ ８／３(水 )

ベトナムの異文化に触れる 8／２７(土 )

　地域交流センターにおいて開催された白鳳短期大学国際
人間学専攻の留学生による『異文化に触れよう～ベトナム
～』。今年度のテーマは「母国と日本の食文化の違い」で、留
学生のドァン ティ フォンさんが民族衣装アオザイを着て登
場。母国ベトナムの国土や人口、言葉などの紹介のあと、両国
の家庭料理やお正月などの特別な料理の違い、マナーの違
いなど写真を交え流暢な日本語で説明されました。約20名
の参加者は熱心にメモを取り、質問コーナーでは、どうしても
食べられなかった日本食は何かや、おいしいベトナムコーヒ
ーの淹れ方を教えて欲しいなどといった質問が多数寄せら
れました。
　10月22日(土)には第３回モンゴル編が開催されます。

癒しの音色にうっとりと♪ ８／6( 土 )

　やわらぎ会館イベン
トホールで開催された
「ジュニアのためのや
わらぎ音楽講座」。参加
した子どもたちは、講
師によるピアノ演奏を
聴き、イメージする絵を
描いてクラシック音楽

を楽しんだり、講師のわかりやすい解説で、コンサートに行く
前の心構えや会場でのマナーなどを学びました。

　地域交流センターイ
ベント広場で開催され
た『りーべるアラカルト
～本日の一品～王寺町
文化協会ハーモニカ
部』。大小さまざまなハ
ーモニカを使い、素晴ら
しい演奏を披露されま

した。童謡から演歌まで様々なジャンルの曲を１４曲演奏され、
当日はとても暑い日でしたが、会場に来られた方は、ハーモニカ
のさわやかな音色に暑さを忘れ、演奏を楽しまれていました。

吹奏楽の祭典に熱狂
8／ 21( 日 )

　文化福祉センターで開催された「吹奏
楽フェスティバルvol.3」。今年は、「大阪
チェンバー・ブラスアンサンブル」をゲス
トに迎えました。
　「奈良学園大学マーチングバンド部」
「王寺ジュニアバンドハルモ」「王寺中学
校吹奏楽部」「王寺南中学校吹奏楽部」
「王寺工業高校The Blue Collars」「王
寺コミュニティ吹奏楽団 やわらぎウイ
ンドハーモニー」の6団体が出演し、練習
の成果を存分に発揮。美しい音色が会場
全体に響き渡りました。また、出演団体
全員による「海の声」・「情熱大陸」の演奏
もあり、会場全体が一体となり大変盛り
上がりました。
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▲製作過程を自治会ＨＰで紹介中！

　昨年、王寺南小学校に設置した第１号基に続き、今年は鳥居公園に第２号
基が完成しました。今回は、防災会委員と協力員延べ171名の協働により製
作。金網の溶接作業は１号基に続いて、町と連携協定を結んでいる王寺工業
高校の生徒の皆さんにご協力いただきました。今秋には、南小学校の４年
生と協働で第３号基を製作する予定です。
　かまどベンチは、普段は「ベンチ」として、災害時には「かまど」として炊き

出しなどに利用できる
ものです。地域の中で
大人も子どもも共にか
まどベンチを製作し、
その過程を通して絆を
深める事により、安全
安心なまちづくりを担
う意識の向上、災害時
の共助力がアップする
ことが期待されます。

　
（
9
月
１
日
現
在
の
登

録
者
数 

2,
6
5
8
名
）

登
録
さ
れ
た
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
に
防
災
・
防
犯
情
報

を
王
寺
町
か
ら
配
信
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

〈
登
録
方
法
〉

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接

続
及
び
メ
ー
ル
の
送
受
信

が
可
能
な
携
帯
電
話
・
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
パ
ソ
コ

ン
な
ど
の
端
末
か
ら
登
録

サ
イ
ト(http://w

w
w
.

oji-t.jp/cel)

へ
直
接
ア

ク
セ
ス
す
る
か
、
左
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て

サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、

案
内
に
し
た
が
っ
て
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。（
メ
ー

ル
の
受
信
制
限
を
か
け
て

い
る
場
合
は
、”@

oji-t.jp”

を
ド
メ
イ
ン
指
定
受
信
許

可
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。）

奈良県消防操法大会出場
8／２3( 火 )

　天理市で行われた「第26回奈良県消防操
法大会」に王寺町消防団の第５分団が北葛城
支部代表として出場しました。残念ながら２
度目の全国大会への出場は叶いませんでし
たが、全団員が訓練の成果を十分に発揮しま
した。王寺町消防団はこれからも地域の安
全・安心のため活動を続けて参ります。

安
全
安
心
メ
ー
ル
の

登
録
を
お
願
い
し
ま
す

かまどベンチ第２号基完成！
ー美しヶ丘自主防災会ー

「
鉄
道
の
ま
ち
王
寺
」
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
！

　

テ
レ
ビ
東
京
系
列
で
放
送
さ
れ
て
い
る

人
気
長
寿
番
組「
開
運
な
ん
で
も
鑑
定
団
」

に
王
寺
町
の
『
お
宝
』
が
登
場
し
ま
し
た
。

　

昨
年
８
月
の
王
寺
町
制
施
行
90
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
「
り
ー
べ
る
鉄
道
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
の
開
催
に
際
し
、
長
年
倉
庫

の
片
隅
で
眠
っ
て
い
た
『
お
宝
』
が
発
掘

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
鉄
道
フ
ァ
ン
な

ら
欲
し
く
て
た
ま
ら
な
い
で
あ
ろ
う
一
品
、

「
Ｄ
51
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
４
枚
」
と
、

列
車
の
「
行
き
先
板
12
枚
（
通
称
サ
ボ
）」

で
す
。

　

シ
ニ
ア
層
に
は
大
変
な
つ
か
し
い
蒸
気

機
関
車
の
『
お
宝
』
も
、
見
方
を
変
え
れ

ば
た
だ
の
古
い
鉄
の
板
。
そ
ん
な
埃
に
ま

み
れ
て
眠
っ
て
い
た
鉄
の
板
が
、『
お
宝
』

と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
ま
し
た
。

▲今回の『お宝』と鉄道のパネルを12月28日
　（水）まで、地域交流センターにて展示中！

舟戸児童公園内のＳＬは、王寺鉄友会の方々

により、長年にわたり点検・清掃されていま

す。まだご覧になっていない方は、ぜひＳＬ

の雄姿を見に来てください。

舟戸児童公園／住所：舟戸1丁目3973-1

topic news
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８
月
２１
日
（
日
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
リ
ー
ベ
ル
ホ
ー
ル
に

て
歴
史
リ
レ
ー
講
座「
大
和
の
古
都
は
じ
め
」第
２３
回
を
開
催
し
、

県
内
外
か
ら
２
３
２
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
奈
良
大
学　

教
授
の
上
野　

誠
氏
で
、「
明
神
山

３
６
０
度
「
―
大
和
の
文
学
を
語
る
―
」」
を
テ
ー
マ
に
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
遣
唐
使
と
し
て
派
遣
さ

れ
た
阿
倍
仲
麻
呂
や
平
群
広
成
の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
歴
史
を
中

心
に
、
藤
原
京
や
平
城
京
が
中
国
の
都
を
手
本
に
三
山
を
取
り

入
れ
て
つ
く
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
法
隆
寺
や
興
福
寺
の
日
本
美

術
の
こ
と
ま
で
、
実
に
様
々
な
こ
と
を
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
す
べ
て
明
神
山
か
ら
見
え
る
景
色
の

な
か
で
起
こ
っ
た
で
き
ご
と
で
あ
り
、
明
神
山
か
ら
の
景
色
は

大
和
の
歴
史
絵
巻
で
あ
る
と
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
座
終
了
後
、
王
寺
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
の
案

内
に
よ
り
８
名
の
方
が
達
磨
寺
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ　　と

「大和の古都はじめ」を開催！！歴史リレー
講座

歴史リレー講座「大和の古都はじめ」 文化の日

奈良県立橿原考古学研究所
所長　菅谷 文則氏  　『百済滅亡と高安城建城』

第26回 11月20日（日）

奈良芸術短期大学　教授　前園 実知雄氏
『考古学から見た法隆寺の創建と再建』

第27回 12月１8日（日）

帝塚山大学　教授　西山 厚氏
『鑑真和上の足跡をたどる』

第29回 2月１9日（日）

奈良県立図書情報館　館長　千田 稔氏
『隋使の難波津から推古朝の小墾田宮へのルートをめぐって』

第30回 3月１9日（日）

奈良市埋蔵文化財調査センター
所長　森下　恵介氏
『天平人の生活白書　平城京の発掘からうかがえること』

第25回 10月16日（日）

≪お買物券プレゼント≫受付時に、りーべる王寺東館専門店で、当日に
限りご利用いただけるお買物券（200円）をプレゼントします。
同日、リーベルルームにて11時30分より歴史ミニ講座「達磨寺の文
化財を語り尽くす」も開催しています。
（開場：午前11時00分　定員：100名（先着順）　※無料）

平成２８年度のラインナップ

 受付時間
定員270名　受講料　各回500円
当日12時15分から先着順で入場券配布・開場。

場所　地域交流センター　リーベルホール
 ● 定員を超えた場合、別室にてスクリーンによる視聴を行います。
　（人数に限りがあります。受講料各回500円）。
 ● 講座終了後、自由参加形式により町内の社寺（達磨寺）への散策を予定しています。

奈良県立大学　客員教授　岡本 彰夫氏
『近世大和の風情』

第28回 1月22日（日）
平成29年

予 告第２５回特別記念講演・シンポジウム「聖徳太子のこころ」開催決定!!
　歴史リレー講座が平成２８年１０月で２５回目を迎えるにあたり、豪華な方々を
お招きし、特別講演を開催いたします。
○日 時
○場 所
○内 容

平成28年11月3日（木・祝）　13：30～16：30（終了予定）
王寺町文化福祉センター　大ホール
・第一部　基調講演　里中満智子氏
　「政治家としての聖徳太子」
・第二部　シンポジウム
　「私たちの心に生きる聖徳太子」

○定　　員　 670名　　○費　用　無料
○申込方法　①窓口　②電話　③FAX　④メール　⑤官製はがき
　　　　　　「氏名」「住所」「電話番号」「参加人数」「交通手段（予定）」をお知
　　　　　　らせください。※定員になり次第、事前受付終了（当日受付も可）
○お問い合わせ・申込み先は上記の王寺町観光協会まで
10月26日（水）までにお申込みされた方には10月31日（月）までに参加票を送付い
たします。

コーディネーター
パネリスト

石井久恵（㈱KADOKAWA「歴史読本」編集長）
里中満智子氏
千田稔氏（奈良県立図書情報館館長）　岡本彰夫氏（奈良県立大学客員教授）
岡島永昌氏（王寺町教育委員会学芸員）

：王寺町観光協会　TEL：33-6668　FAX：33-3001
久度２丁目２－１－５０１　りーべる王寺東館５階
公式サイト　http://www.oji-kanko.jp/

問

topic news
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ろ
く 

さ
い 

て
い 

か
ら 

ね
ん 

ぶ
つ

阿部 空也 さん

А：
最近、奈良での出番が1/4ぐらい

しかないので、自治会や福祉施設

のイベント事などに、ぜひ呼んで

ください！（日・祝日）

青い実の会

『～お笑い発祥の地･宮崎～第八回 ひむかの国こども落語全国大会』

中高生の部で見事、最優秀賞受賞！

　

７
月
30
日
（
土
）･
31
日
（
日
）
の

２
日
間
、
宮
崎
県
で
開
催
さ
れ
た
こ

ど
も
落
語
全
国
大
会
に
出
場
し
、
最

優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
王
寺
町
在

住
の
六
斎
亭
空
念
仏
こ
と
、
阿
部
空

也
さ
ん
（
中
１
）
が
王
寺
町
役
場
に

表
敬
訪
問
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

Ｑ
：
受
賞
さ
れ
た
時
の
感
想

Ａ
：「
う
お
〜
！
す
げ
ぇ
〜
！
ヤ
ッ

タ
〜
！
」
と
思
っ
た
後
、
頭
が
真
っ

白
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
：
稽
古
中
の
思
い
出

Ａ
：
自
宅
で
稽
古
中
に
、
落
語
の
解

釈
を
巡
っ
て
母
と
討
論
に
な
り
、
泣

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。に
も
か
か

わ
ら
ず
、結
局
ど
ち
ら
の
解
釈
も
違

っ
て
い
る
こ
と
が
師
事
し
て
い
る

桂
九
雀
先
生
の
お
稽
古
で
わ
か
り
、

「
あ
の
討
論
は
何
だ
っ
た
ん
だ
…
」

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
：
落
語
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け

Ａ
：
小
１
の
時
に
、王
寺
町
の
子
ど

も
落
語
教
室
の
案
内
を
見
た
母
に
、

「
お
祖
父
ち
ゃ
ん
、お
祖
母
ち
ゃ
ん

を
喜
ば
せ
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
」と
言

わ
れ
て
、乗
せ
ら
れ
て
し
ま
い
始
め

ま
し
た
。

Ｑ
：
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て

　

き
っ
か
け
は
祖
父
母
へ
の
想
い

　

王
寺
町
立
図
書
館
で
月
に
３
〜
４

回
行
な
わ
れ
る
「
お
は
な
し
会
」
を

担
当
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
青
い
実
の
会
」。
１
９
８
６
年
か
ら

活
動
を
開
始
し
、
今
年
で
30
年
を
迎

え
ま
し
た
。
活
動
内
容
は
「
よ
み
き

か
せ
」
や
「
人
形
劇
」、「
エ
プ
ロ
ン

シ
ア
タ
ー
」
な
ど
様
々
で
す
。

　　

練
習
は
週
に
一
度
。
図
書
館
の
一

室
に
集
ま
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
の
中
、
現
在
は
13
名
で
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
話

し
を
聞
く
と
き
の
子
ど
も
た
ち
の
夢

中
な
姿
に
元
気
を
も
ら
い
な
が
ら
、

楽
し
ん
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

お
話
し
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い

10 月 16 日（日）、14 時～図書館
にて

よみきかせを行います！みなさん

ぜひお越しくださいね。

　
「
お
話
し
の
世
界
に
入
り
込
ん
で
、

主
人
公
に
な
れ
る
の
は
小
さ
な
頃
だ

け
。お
話
し
に
触
れ
て
、心
豊
か
に
育
っ

て
ほ
し
い
で
す
。」
そ
う
語
る
の
は
、

代
表
の
孤
杉
悦
子
さ
ん
。
会
が
設
立

さ
れ
た
当
初
と
違
い
、
今
は
お
母
さ

ん
だ
け
で
は
な
く
、
お
父
さ
ん
も
「
よ

み
き
か
せ
」
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
く
れ
る
姿
を
み
て
、
育
て
方
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
、
そ
ん
な
嬉
し
い
変

化
を
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
、

秋
の
よ
み
き
か
せ
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

設立30周年を迎えたボランティアグループ

interview

：図書館 TEL：73-3398問

メンバー募集中
！

まずは見学から
♪男性もお気軽

に♪

これがエプロンシアターだッ！
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10月は３Ｒ(スリーアール)推進月間です ごみ減量化ニュース 番外編

◇買い物には、マイバッグを持参し
て、レジ袋を断りましょう。

◇食事は食べきれる量をつくり、残
さないようにしましょう。

　『３Ｒ（スリーアール）』とは、ごみ減量化に欠かせないReduce(リデュース)、Reuse(リユー
ス)、Recycle(リサイクル)の３つの取り組みの頭文字です。
ひと１人が１日に出すごみの量は、約１kgです。この中には「食べ残しの食品」、「まだ使える
もの」、「分別していない資源ごみ」などが含まれています。これらを減らすには、日常生活
での「もったいない」の意識を継続することが大切です。
家庭の中で具体的に取り組める『３Ｒ』の例を紹介します。日常の生活を見直して､ごみの
減量化をめざしましょう。

◇再使用できるリターナブル容器
の商品を選びましょう。

◇不要でも、使えるものはリサイク
ルショップやフリーマーケットに
出しましょう。

◇資源化できるように、ごみの分
別を守って出しましょう。

◇リサイクル再生品を積極的に購
入するようにしましょう。

リデュース(Ｒｅｄｕｃｅ)
発生抑制

ごみになるものを減らそう

リユース(Ｒｅｕｓｅ)
再使用

何度もくり返し使おう

リサイクル(Ｒｅｃｙｃｌｅ)
再生利用

資源として再び利用しよう

１日
１kg

：王寺町観光協会　TEL：33-6668問

奈良県立美術館にて
王寺町によるイベント開催

：福祉介護課（内線133）問

▶対象…以下の要件を満たす方

▶日時…11月11日（金）

紅

▶参加費…無料
▶申込やコース等の詳細は、10月1週目発行の

奈

参加者募集！
秋のふれあいワゴン第 回１

・ご自身で登山は困難だが、山頂散策は可能な方
・要支援１及び２、またはそれ相当の方

・王寺町在住で65歳以上の方

「かわら版おうじ」をご覧ください

▶場所…奈良県立美術館
　　　　レクチャールーム

▶参加費…無料

▶定員…80名

▶対談…達磨寺 日野周圭住職
　　　   王寺町教育委員会学芸員 岡島永昌氏

▶講談…旭堂さくら
　　　   （王寺町観光・広報大使 川本三栄子氏）

▶日時…10月29日（土）・30日（日）
　　　　各日14:00～15:30

良県立美術館で10月15日から11月27日にかけて
開催される禅の関連企画展『雪舟・世阿弥・珠光

…』。その連携として、王寺町によるイベントが開催されま
す。「日本の禅の聖地ー大和達磨寺の魅力」と題し、王寺
町が誇る達磨寺の魅力を対談や講談を交え、たっぷりと
紹介します。ぜひお越しください。

葉が見頃となる季節。「日ごろから明神山に登って
みたいけれど、自分で歩いて登るのは、ちょっと…」

という方︕ワゴン車に乗って山頂まで行きませんか︖奈良
側には世界文化遺産の東大寺大仏殿や法隆寺五重塔、大
阪側にはあべのハルカスも︕パノラマの眺望を満喫しまし
ょう。健康体操や、レクリエーション等の催しも予定してい
ます。

information
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連携大学学生スタッフ企画！

県内外、最強ラーメンに舌鼓！

：政策推進課内 王寺ミルキーウェイ実行委員会事務局（内線217）

NEW!

王寺ミニフォトロゲイニング

王寺ラーメン博２０１６

集結 !

地図をもとに時間内にチェックポイントを
回り、得点を集めるレクリエーションです。

昨

今

：教育委員会学校教育課（内線432・434）問

問

開催日時　　　月　　 日（土）12：00～20：00（予定）

イベント一覧

【王寺小学校グラウンド特設メイン会場】
音楽ステージ、ご当地キャラステージ、模擬店等

【葛下川】

【達磨寺境内＆雪丸ロード（国道168号沿い）】

水に浮かべると光る球『いのり星®』の放流。水面を光で覆い、一夜
限りの美しい天の川を演出

燈火会、ハンドベル演奏（達磨寺）

11 19

【王寺北小学校グラウンド】

王寺町公式サイト
でイベントや

燈火会サポーター
募集要項等の

情報をぞくぞく更
新中！

Check!!

王寺ミルキーウェイ（天の川）
星々が織りなす幻想的なひととき

2016

フィナーレを彩る打上花火

天の川プロジェクト®

第４回タウンミーティング開催
テーマ：「義務教育学校（小中一貫教育）について」

考えよう、この町のことを。

年４月から小学校から中学校までの教育を一貫し

て行う「義務教育学校」が新たに制度化されました。

王寺町においても、子ども達に心身の発達に応じて基礎的

なものから一貫した教育を実施することで、教育の質の向

上はもちろんのこと、老朽化している施設を整備することに

より、充実した学びの環境を提供できるものと考えていま

す。義務教育学校の設置に向けて、住民の皆様のご意見を

広くお聴きするため、タウンミーティングを開催します。

年、16,000人という多くの方々にご来場いただいた王寺ミルキー

ウェイ（天の川）。今年も王寺町の地域特性である「水辺空間」と「歴

史空間」を活かし、多彩なイベントを開催します。

日 程

11月22日（火） 19:30～21:00 地域交流センター
リーベルルーム

文化福祉センター
２階会議室

泉の広場公民館
２階会議室Ｃ

11月23日（水・祝）

11月24日（木）

14:00～15:30

19:30～21:00

時 間 会 場 定 員

約100名

約90名

約70名

▶対象…王寺町在住者 ▶費用…無料 ▶申込…不要

▶託児…あり

information



　
「
王
寺
町
で
見
た
こ
と
の
な
い
植
物
や
虫
が

い
た
。」「
民
泊
は
初
め
て
だ
っ
た
け
ど
楽
し

か
っ
た
。」「
ま
た
天
川
村
に
行
き
た
い
。」…

そ
ん
な
声
を
参
加
し
た
子
ど
も
達
か
ら
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
天
川
村
、
初
め
て
の
民
泊
、
初
め

て
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
や
ス
タ
ッ
フ
、
天
川

村
の
人
達
。
初
め
て
だ
ら
け
の
活
動
で
最
初
は

緊
張
し
て
い
る
様
子
で
し
た
が
、
活
動
を
通
じ

て
ど
ん
ど
ん
仲
良
く
な
り
、
と
て
も
楽
し
く
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

親
元
を
離
れ
て
た
く
さ
ん
の
人
達
と
交
流
を

行
っ
た
こ
の
３
日
間
は
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て

と
て
も
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

天
川
村
で
は
民
泊
先
や
役
場
の
方
々
を
は
じ

め
、
た
く
さ
ん
の
人
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
天
川
村
活
動
記

特
集

天川村には達磨堂と呼ばれる

お堂があります。堂内には、

なんと王寺の達磨寺と同じく

聖徳太子と達磨大師の像が！

来月号の王伸「思いつくまま、

歴史の旅」でこの達磨堂につ

いてご紹介します。

活動スケジュール

１日目
入村式、達磨堂見学

２日目
みたらい渓谷ハイキング

温泉街散策、鍾乳洞見学

みんなで花火を楽しんだよ

３日目
アマゴ・アユの手づかみ

木工体験、お別れの退村式

川遊びだイェーーイ !!

ヤッホ

みてみて !!

そ
こ
や
！

明日のおにぎり作ろ
か

孫と仲良くしてくれて

また来てね
嬉しかったですよ

井頭ファミリー森本ファミリ
ー

子ども達と楽
しい

時間を過ごせ
ました

！

トンテンカン♪

　

世
界
遺
産
を
有
す
る
奈
良
県
吉
野

郡
天
川
村
で
自
然
の
豊
か
さ
や
地
元

の
暮
ら
し
を
体
験
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
８
月
25
日
（
木
）
か
ら
27

日
（
土
）
ま
で
の
３
日
間
、
小
学
生

及
び
ス
タ
ッ
フ
合
計
20
名
が
参
加
し

て
民
泊
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
月
の
特
集
は
、
子
ど
も
達
の
活

動
記
と
題
し
、
夏
休
み
最
後
の
想
い

出
を
綴
り
ま
す
。



奈良県と「まちづくりに関する包括協定」を締結

　

王
寺
町
と
奈
良
県
は
８

月
18
日（
木
）、「
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
包
括
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、相
互
に
情
報

や
意
見
交
換
に
努
め
、技

術
的
・
財
政
的
支
援
を
得

な
が
ら
王
寺
駅
の
周
辺
部

で
都
市
機
能
の
集
約
を
図

り
、「
ひ
と
」が
集
い
、に
ぎ

わ
い
あ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な

『
ま
ち
づ
く
り
』を
協
働
で

進
め
て
い
き
ま
す
。

01 駅周辺部での都市機能の集約

街区の再編や高さ規制の緩和による低未利用地の有効活用

新たな商業・業務（起業支援、テレワーク等）・
居住・医療・福祉機能の集積

王寺駅電車留置線部を含む駅周辺の再整備の検討

02 アクセス機能の強化

国道２５号の整備効果の検討

国道１６８号の無電柱化の推進

03 滞在型観光による賑わいの創出

拠点ターミナルの立地環境を活かした宿泊施設の誘致

公共交通による周辺町の観光資源を周遊する
滞在型観光の促進

県指定文化財達磨寺方丈の修復とアクセス性の向上

04 安全・安心でゆとりある
生活空間の形成

久度地区における公共空間の確保による
防災・減災機能の向上

過去の水害を踏まえた施策の実施

大和川ふれあい広場やジョギングコースなどを活用した
健康増進、広域交流による賑わいの創出

王寺駅周辺地区まちづくりイメージ図

：まちづくり推進課 （内線263）問
◀王寺町公式サイトにて、詳細を公開しています

取り組みのイメージ
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「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」

・
防
災
訓
練
、
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
施

　

防
災
・
減
災
へ
の
取
り
組
み
と
し
て

水
害
と
土
砂
災
害
を
想
定
し
た
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域

住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

・
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

　

地
震
・
風
水
害
・
土
砂
災
害
へ
の
備

え
や
災
害
時
の
対
処
方
法
、
災
害
危
険

箇
所
や
避
難
場
所
マ
ッ
プ
な
ど
を
ひ
と

つ
に
ま
と
め
た
「
王
寺
町
防
災
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
を
発
行
し
、
全
世
帯
に
配

布
し
ま
し
た
。

・Ｊ
Ｒ
畠
田
駅
ホ
ー
ム
上
屋
延
長
工
事

　

雨
天
時
の
利
用
者
の
安
全
性
・
利
便

性
向
上
の
た
め
、
２
輌
分
の
屋
根
を
延

長
す
る
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
」

・
雪
丸
カ
フ
ェ
ポ
エ
ム
の
開
設

　

障
害
者
の
雇
用
機
会
の
創
出
と
施

設
利
用
者
の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
「
雪
丸
カ
フ
ェ

ポ
エ
ム
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

・「
観
光
振
興
」
の
推
進

　

Ｊ
Ｒ
大
和
路
線
の
車
窓
や
国
道
か
ら

見
え
る「
お
も
て
な
し
看
板
」を
設
置
し
、

お
も
て
な
し
空
間
を
創
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
王
寺
駅
周
辺
の
観
光
情
報
発
信

の
拠
点
と
し
て
、
町
の
歴
史
や
観
光
ス

ポ
ッ
ト
な
ど
を
紹
介
す
る
「
雪
丸
ミ
ニ

プ
ラ
ザ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

・
美
し
い
景
観
づ
く
り

　

水
辺
空
間
の
魅
力
と
利
便
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
、
葛
下
川
に
は
桜
や
水

仙
を
植
栽
し
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
「
相

聞
の
広
場
」
に
公
衆
ト
イ
レ
を
設
置
し

ま
し
た
。
ま
た
、
大
和
川
に
は
季
節
の

花
々
を
植
栽
し
、
快
適
に
散
策
や
ジ
ョ

ギ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に
遊
歩
道
の
舗

装
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

・
町
制
施
行
９０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
の

開
催

　

町
制
施
行
９０
周
年
の
節
目
を
住
民

の
皆
様
と
共
に
祝
う「
記
念
祝
賀
式
典
」

や
、
鉄
道
の
ま
ち
王
寺
に
相
応
し
い
イ

ベ
ン
ト
「
り
ー
べ
る
鉄
道
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」、
郷
土
愛
を
育
み
、
地
域
の
絆

を
深
め
る
た
め
「
町
民
盆
踊
り
大
会
」

な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
」

・
一
般
不
妊
治
療
費
及
び
多
胎
妊
婦
検
診

費
用
の
助
成
制
度
創
設

　

不
妊
に
悩
む
夫
婦
の
経
済
的
か
つ
精

神
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、一
般
不

妊
治
療
に
係
る
費
用
の
一
部
助
成
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
多
胎
妊
娠
に
つ
い

て
も
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

検
診
費
用
の
一
部
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

・
保
育
園
・
幼
稚
園　

第
２
子
以
降
の
保

育
料
減
免

　

多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
保
育
園
に
在
園
す
る
全
て

の
第
２
子
以
降
の
保
育
料
を
、
ま
た
町

立
幼
稚
園
で
は
、
小
学
３
年
生
以
下
の

子
ど
も
の
う
ち
第
２
子
以
降
が
園
児
の

場
合
に
保
育
料
の
減
免
（
無
料
化
）
を

行
い
ま
し
た
。

・
学
校
図
書
室
の
充
実

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
図

書
を
購
入
し
、
蔵
書
の
入
替
や
貸
出
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
蔵
書
管
理
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
ま
た
学
校
司
書

を
配
置
す
る
な
ど
学
校
図
書
室
の
充
実

を
図
り
ま
し
た
。　

「
住
民
に
開
か
れ
自
立
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

・「
王
寺
町
総
合
戦
略
」
の
策
定

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
対
応
し
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、

将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
社
会
を
維

持
し
、
若
い
世
代
の
就
労
・
結
婚
・
子

育
て
の
希
望
を
実
現
す
る
た
め
、
今
後

５
年
間
に
取
り
組
む
べ
き
政
策
を
示
し

た
「
王
寺
町
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

￥￥ 平成27年度の決算が９月の町議会定例会で認定されました ￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥　￥￥￥￥￥￥￥￥

　

平
成
２７
年
度
の
一
般
会
計
は
、

歳
入
（
収
入
）
が
８４
億
３
，９
２
４

万
１
千
円
、
歳
出
（
支
出
）
が
８１

億
３
，１
５
９
万
６
千
円
で
、
翌
年

度
に
繰
り
越
す
財
源
を
差
し
引
い

た
収
支
額
は
、
２
億
４
，８
９
３
万

３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
、
コ
ス
ト

意
識
を
持
っ
て
経
費
の
節
減
や
自

主
財
源
の
確
保
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
だ
結
果
、
一
般
会
計
に
お
い

て
は
健
全
な
黒
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
将
来
の
資
金
需
要
等
に

備
え
る
、
町
の
基
金
（
家
庭
で
い

う
と
こ
ろ
の
定
期
預
金
）
は
、
本

年
度
決
算
時
に
お
い
て
、
昨
年
度

よ
り
１
億
５
，０
２
２
万
円
増
の

６３
億
９
，０
６
１
万
２
千
円
と
な

り
ま
し
た
。 一般

会計

一
般
会
計
は
平
成
２７
年
度
も

健
全
な
黒
字
決
算
を
継
続

平
成
27
年
度
の
主
な
事
業
の
成
果
に
つ
い
て

①
収
益
的
収
支
…
水
道
事
業
等
の
経
営
活

　

動
に
よ
り
発
生
す
る
収
入（
水
道
料
金

　

等
）と
支
出（
県
水
受
水
費
等
）の
こ
と

②
資
本
的
収
支
…
施
設
の
建
設
、改
良
な

　

ど
に
関
す
る
収
入
と
支
出
の
こ
と

　

王
寺
町
の
水
道
事
業
は
、
み
な

さ
ん
に
お
支
払
い
い
た
だ
く
水

道
料
金
に
よ
っ
て
運
営
す
る
『
独

立
採
算
制
』
を
採
っ
て
い
ま
す
。

◇
水
道
事
業
会
計
◇

○財政状況

○平成２7年度 業務状況 ※有収水量は、料金計
　算の対象となった水
　量のことで、王寺町
　民１人１日当たり平
　均０．２7㎥使用した
　ことになります。

（給水戸数、給水人口は平成２8年３月３１日現在）

給水戸数

給水人口

有収水量

１日平均有収水量

9,954戸

23,505人

2,316,078㎥

6,328㎥

収益的収支…①

収　入
支　出

6億852万5千円
5億3,048万9千円

6,411万5千円
1億8,163万1千円

資本的収支…②

２７　年度王寺町の決算状況平成

　みなさんが納めた税金は、町政のさまざまなことに活用
されています。どれくらい納められ、また、どのように使わ
れているのかを知っていただくため、一般会計を中心に、
平成27年度決算の状況をお知らせします。
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●心身障害者福祉費
　　　　４億９７８万４千円

　障がい者の方々の日常生活や社会生活への
自立支援事業として、主に、介護給付や訓練へ
の給付などにかかる費用です。

●老人福祉費
　　　　３億９４６万１千円

　高齢者の方々への在宅福祉事業として、主
に、高齢者優待運賃補助や高齢者優待入浴補
助、また、敬老会やシルバーウォークなどの開
催にかかる費用です。

●児童振興費
　　　　９億３,５３８万円

　子育て支援対策として、主に、保育所への助
成や運営費扶助、児童手当の支給などにかか
る費用です。

￥￥ 平成27年度の決算が９月の町議会定例会で認定されました ￥￥￥￥￥￥￥￥￥￥　￥￥￥￥￥￥￥￥

歳入 ８４億３，９２４万１千円 歳出 ８１億３，１５９万６千円

町税の構成比

民生費の主な支出

町税総額　３１億１４６万９千円
（町民１人当たり１３１，９４９円）

町　民　税
１６億８，７１２万１千円
（５4．4％）

固定資産税
１０億７，０３３万６千円

（34．5％）

都市計画税
１億５，６１９万４千円
（５．0％）

町たばこ税
１億５，８０９万８千円
（５．1％）

軽自動車税　２，９７２万円（1．0％）

◇特別会計◇
 国民健康保険 後期高齢者医療 下水道事業 墓地取得 介護保険 介護サービス

平成27年度の王寺町の徴収率（一般税）は、
99.1％を誇っています。

歳出
総額
81億

3，159万6千円

民生費
２５億１，４３８万７千円

（30．9%）

総務費
１３億３，６８５万１千円

（16．4%）

教育費
９億４，６８４万８千円

（11．6%）

公債費
７億９，６８６万２千円

（9．8%）

その他
１４億３，７１９万円
（17．8%）

土木費
１０億９，９４５万

８千円
（13．5%）

歳入
総額
84億

３，９２４万１千円

町　税
３１億１４６万９千円
（36．8％）

国庫支出金　８億４，４２２万８千円（10．0％）

町債　４億４，５９０万円（5．3％）
地方消費税交付金　３億６，６６０万円（４．3％）

県支出金　４億８，１８０万８千円（5．7％）

繰入金
３億２，８６５万６千円（3．9％）

その他
１１億７，５１１万１千円
（13．9％）

地方交付税
１６億９，５４６万９千円

（20．1％）

歳  入

歳  出

28億347万9千円

28億144万1千円

2億8,706万2千円

2億8,582万8千円

11億8,953万2千円

11億7,345万9千円

2万円

0円

17億2,268万4千円

17億1,486万4千円

730万8千円

716万7千円

　　納税のご協力
ありがとうございます！

お年寄りや子どもたち、障がいを
お持ちの方々にむけて、さまざま
なことを行っています。
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片
岡
神
社
は
、
明
治
時
代
の

神
社
合
併
に
よ
っ
て
集
落
の
守

り
神
で
あ
る
「
氏
神
さ
ん
」
が

い
く
つ
も
お
祀
り
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
同
時
に
王
寺
全
体
を
守
っ

て
く
れ
る
「
鎮
守
さ
ん
」
で
も

あ
り
ま
す
。

氏
子
入
り
を
示
す
絵
馬

　

王
寺
町
の
各
神
社
に
は
、
子

ど
も
が
生
ま
れ
る
と
そ
の
年
の

秋
祭
り
で
お
祓
い
を
受
け
、
絵

馬
を
奉
納
す
る
習
慣
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
子
ど

も
が
そ
の
神
社
の
氏
子
に
な
る

わ
け
で
す
。

　

奉
納
さ
れ
る
絵
馬
は
、
大
き

さ
が
40
〜
50
㎝
と
比
較
的
小
さ

く
、
絵
馬
の
木
枠
に
は
「
奉
納
」

の
文
字
の
ほ
か
に
、
子
ど
も
の

名
前
と
生
年
月
日
が
記
さ
れ
ま

す
。
絵
馬
の
図
柄
は
、
男
の
子

な
ら
「
宇
治
川
先
陣
」、
女
の
子

な
ら
「
尉
と
婆
」
が
多
い
よ
う

で
す
。

　

こ
の
た
め
、
片
岡
神
社
に
は

「
氏
神
さ
ん
」
の
氏
子
で
あ
る
大

峯
や
白
瓜
、門
前
、大
田
口
、井
戸
、

張
井
の
子
ど
も
た
ち
の
絵
馬
が

奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

片
岡
神
社
の
大
型
絵
馬

　

片
岡
神
社
の
拝
殿
に
は
、
子

ど
も
が
奉
納
し
た
も
の
で
は
な

い
絵
馬
も
５
点
あ
り
ま
す
。

　

写
真
は
そ
の
う
ち
の
１
点
で
、

大
き
さ
が
縦
91
・
３
㎝
、
横

1
8
2
・
２
㎝
あ
り
、と
て
も
大

き
い
絵
馬
で
す
。

　

画
面
に
は
人
が
馬
を
引
い
て

い
る
様
子
が
２
組
描
か
れ
、
写

真
で
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

上
の
木
枠
に
は
「
捧
図
雨
願
成

就
」、
右
の
木
枠
に
は
「
安
永
七

歳
」
と
い
う
文
字
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の

絵
馬
は
江
戸
時
代
の
安
永
７
年

（
１
７
７
８
）
に
、
雨
が
降
り
ま

す
よ
う
に
と
の
願
い
が
か
な
っ

た
た
め
に
奉
納
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

絵
馬
の
裏
に
は
、
左
下
の
隅

に
「
新
七
、
甚
太
郎
、
利
右
衛
門
」

な
ど
、
こ
れ
を
奉
納
し
た
９
名

の
名
前
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
新
七
」
と
は
、
こ
の
当
時
に
王

寺
村
の
庄
屋
（
村
の
代
表
者
）

を
つ
と
め
て
い
た
大
工
組（
井
戸
）

の
竹
田
新
七
、
他
の
８
名
は
久
度
、

舟
戸
、張
井
、大
峯
、大
田
口
、中
村
、

白
瓜
、
池
の
原
の
各
集
落
で
年
寄

（
庄
屋
の
補
佐
役
）
を
つ
と
め
て

い
た
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
絵
馬
は
、
江
戸

時
代
の
安
永
７
年（
１
７
７
８
）に
、

雨
が
降
ら
な
く
て
稲
の
実
り
を

心
配
し
た
王
寺
村
の
人
た
ち
が

片
岡
神
社
に
祈
願
し
、
実
際
に
雨

が
降
っ
た
た
め
に
そ
の
お
礼
と
し

て
奉
納
さ
れ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

画
面
に
は
、「
法
橋
春
隣
」
と

い
う
絵
師
の
名
前
も
書
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
と
同
じ
絵
馬
が
も
う

１
点
あ
り
、
２
点
一
対
で
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。
他
の
３
点
の
絵
馬
も

い
ず
れ
も
大
型
で
、
王
寺
村
全
体

か
ら
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
片
岡
神
社
は
各

集
落
の
「
氏
神
さ
ん
」
で
あ
る
と

同
時
に
、
王
寺
の
全
体
を
守
っ
て

く
れ
る
「
鎮
守
さ
ん
」
と
し
て
も

信
仰
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
・
23
日
に
は
、
片
岡

神
社
で
秋
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▲ 片岡神社の大型の絵馬（上が表、下が裏）

王
寺
全
体
の
鎮
守
さ
ん〜

片
岡
神
社
〜

第41回

   思いつくまま、
歴史の旅

う
じ 

が
み

じ
ょ
う

ば
あ

は
い 

で
ん

あ
ん 

え
い

し
ょ
う 

や

ほ
っ
き
ょ
う
し
ゅ
ん
り
ん

ち
ん 

じ
ゅ

は
ら

う
じ  

こ
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絵画を楽しもう

レトロを楽しむ

子育て応援本

葉っぱのひみつ

図書館特集コーナー図書館特集コーナー

●火・水・木・金曜日

印は休館日です

9:30～19:00
●土・日曜日・祝日 9:00～17:00

図書館ホームページアドレス
http://www.library.oji.nara.jp/

http://www.library.oji.nara.jp/i/ihome.html

TEL:0745-73-3398
FAX:0745-31-5123

11月

2

9

16

23

30

3

10

17

24

5

12

19

26

6

13

20

27

火 水 木 金 土日 月

4

11

18

25

1

8

15

22

29

7

14

21

28

開館時間

お問い合わせ

携帯版

「聖徳太子特集コーナー」を設置

（内容紹介は、図書館流通センターの新刊全点案内より抜粋）

　平成33年は聖徳
太子没後1400年で
す。そして只今、「太子
道」日本遺産登録申
請中です。ぜひ聖徳
太子の本を、お手に
取ってご覧ください。

図書館のイベント

おはなしふれあいタイム
(2歳以上～小学校低学年向け)
10月 15日（土）14：00～

にこにこ(3歳以上向け)
10月16日（日）14：00～

大人のためのおはなし会
10月20日（木）10：00～

ヨムヨム(4歳以上向け)
10月 9日（日）14：00～

きらきら(5歳以上向け)
10月23日（日）14：00～

腹 話 術
10月30日（日）14：00～

ぴよぴよ(1・2歳以上向け)
11月 1日（火）10：30～

にこにこ(3歳以上向け)
11月 6日（日）14：00～

読み聞かせ・イベント

小説・エッセイ 趣味・実用書 歴史・社会・その他

え　ほ　ん ものがたり ち　し　き

おすすめ新着図書（8月末現在）

　見習いの家裁調査
官補は、先輩から、親
しみを込めて「カンポ
ちゃん」と呼ばれる。
「カンポちゃん」の望月
大地は、心を開かない
相談者たちを相手に、

真実に辿り着くことができるのか…。

　スーパーで買ったアサ
リ、宅配便で届いたイセ
エビ、通販で買えるクリ
オネ、道で踏みそうに
なったダンゴムシ…。さ
まざまな場面で出会う
生きものたちの飼いかた
を、その道のプロが伝

授する。ウズラの卵を孵化させる方法も紹介。

『あしたの君へ』 
　　　　　　　　     　柚月裕子：著

『たのしいひっこし』
　 　　　　　　　　  岡田よしたか：作

『図書館ホスピタル』 三萩せんや：著
『税金亡命』 佐藤弘幸：著

『作家刑事毒島』 中山七里：著

『ゆけ、おりょう』 門井慶喜：著

『狩りの時代』 津島佑子：著

『猿の見る夢』 桐野夏生：著

『九十歳。何がめでたい』 佐藤愛子：著
『あたらしい名前』 
　　　　　ノヴァイオレット・ブラワヨ：著

『イヌの看取りガイド』
  小林豊和：監修

『ケーススタディ101で読む職場の
 トラブル解決読本』　 飯野たから：著
『科学的データでわかる果物の新常識』
  田中敬一：他著

『浜内千波の炊飯ジャーでおかず革命』
  浜内千波：著

『ニッポン島遺産』
  斎藤潤：著
『矛盾だらけの日本の安全保障』
  冨澤暉：他著
『あなたの体は９割が細菌』
  アランナ・コリン：著
『明日に向かって 病気に負けず、自分の
 道を究めた星奈津美のバタフライの軌跡』
  田坂友暁：著

『その道のプロに聞くふつうじゃない
 生きものの飼いかた』   松橋利光：著

　戊辰戦争、西南戦
争、日清・日露戦争
…。戦争を伝えるた
めの歴史資料として
言及されてきた、浮世
絵の戦争画の優品を
時代の変遷とともに
紹介。月岡芳年、小
林清親、河鍋暁斎らの浮世絵130点超
を収録。

『戦争と浮世絵』 
　　　　　　　 太田記念美術館：監修

　ある日、奏太の前
に現れた透明犬。特
別なのは透明な体だ
けで、あとはふつう
の犬のようだ。なぜ
か奏太についてきた
透明犬を「メイ」と名
付け、思いつくかぎ
りの遊びを一緒にしてみると…。

　地域の動脈となる
「ターミナル駅」、毎日
の食を支える「スー
パーマーケット」、自然
への理解をうながす
「動物園」…。まちに身
近にある、あの施設の
裏側はどうなっている
のか？バックヤードを徹底取材した絵図鑑。

　新しい町に引っ
越してきた、はるお
は、散歩に出かけ
ました。次々に出
会うご近所さんた
ちは、みんないい
ひと。でも、どんど
ん予想もしない展
開になって…。

『透明犬メイ』　　
 　　　　 　  　　　　辻貴司：作

『まちのしくみ』　　
 　　　　　モクタン・アンジェロ：絵

10月

1

8

15

22

29

2

9

16

3

10

17

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

火 水 木 金 土日 月

23
30
24
31

※ミルキーウェイの為　11月18日（金）17時閉館　19日（土）終日休館
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と
つ
く
に

王
寺
町
文
化
協
会

川
柳
・
短
歌
・
俳
句
部
会

盛
一　
　

環

外
国
へ 

倖
せ
願
い 
来
し
も
の
を 

ゆ
り
椅
子
ゆ
ら
し 

我
が
身
に
問
ふ
や今

西　

幹
二

夕
さ
り
て 

つ
く
つ
く
法
師 
鳴
き
つ
き
て 

築
地
の
道
に 

風
の
そ
よ
げ
る

阿
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清 掃 分 庁 舎 tel 73-2518 fax 73-2518
泉の広場公民館 tel 73-1162 fax 40-0744

王 寺 ア リ ー ナ
文化福祉センター
老人憩いの家片岡の家

tel 72-1033 fax 72-1033
tel 32-5201 fax 73-6333
tel 72-6602 fax 72-6602

や わ ら ぎ 会 館
図  書  館  シルバー人材センター

tel 31-5555 fax 72-9588
教育委員会事務局 tel 72-1031 fax 72-9588

tel 73-3398 fax 31-5123 tel 72-1018 fax 72-1016
お知らせコーナー
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王 寺 町 役 場
上 下 水 道 課

tel 73-2001 fax 32-6447
tel 73-2568 fax 32-0620

地域交流センター
保 健 セ ン タ ー
中 央 公 民 館

tel 33-3000 fax 33-3001
tel 33-5000 fax 33-5001
tel 32-0261 fax 31-3555

お知らせ
コーナー

（平成28年8月末現在）￥11,642,109

王寺町善意銀行  

【社会福祉協議会へ】

寄せられた寄附は、地域福祉事業に有効に活用いたします。

ご寄附いただきありがとうございました善意のご寄附

◎上山孝子様 から
　  ……………5,000円

◎王寺町ＡＭＳクラブ様 から
　  ………………… 4,000円

達磨寺方丈修復プロジェクト
ご寄付ありがとうございます!

現在の寄付金額

赤い羽根共同募金がスタートしました！

☆運動期間　１０月１日～平成29年３月31日
　今年も１０月１日から、全国一斉に「赤い羽根共同募金」運動がスタートしました。
皆さまからお寄せいただいた募金の多くは、王寺町の様々な地域福祉活動に役立
てられています。皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。

8 月号の表紙について

　８月号で表紙として掲載した写真について、「流し
そうめんで使用する竹の黒い部分はカビではないの
か」というご意見を頂戴しました。
　この黒い部分は、竹をバーナーで炙り、防腐処理を
行った為に発生する焦げですので、ご安心ください。
菩提キャンプ場では夏、多くの方々や子ども育成団体
にこの流しそうめんを楽しんでいただいています。来
年もまた、竹を切り処理をした後、設置しますので、
お気軽にご利用ください。



■
 発
行
・
編
集
／
王
寺
町
役
場
・
政
策
推
進
課

■
 発
行
年
月
日
／
平
成
2
8
年
10月

7日（
金
）

 2016. 10  N
o.666

王寺町公式サイト http://www.town.oji.nara.jp/
eメール yawaragi@town.oji.nara.jp
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祐里佳ちゃん（10か月）
ゆ　 り　  か
▲

かわいい笑顔ですくすく成長してね♡
明史ちゃん（10か月）
あき ふみ
▲

すくすく元気に育ってね
結依菜ちゃん（10か月）
ゆ　 い　 な

碧士ちゃん（3歳）
あお　と

▲

ゆいちゃん♡産まれてきてくれてありがとう

真香ちゃん（10か月）
ま　 こ
▲

たくさん笑って
元気にすくすく成長してね☺

紗希ちゃん（10か月）
さ　 き
▲

元気いっぱい大きくなってね
陽夏ちゃん（11か月）
はる　か

涼菜ちゃん（2歳）
すず　な

▲

これからも、元気いっぱいに大きくなってね

椋一朗ちゃん（11か月）
りょう いち ろう
▲

これからも健やかな成長を願います
仁ちゃん（11か月）
じん

琉惺ちゃん（3歳）
りゅうせい

▲

笑顔が素敵な仁。たくましく育ってね！

広樹ちゃん（11か月）
拓矢ちゃん（2歳）

ひろ　き

たく　や

勇斗ちゃん（4歳）
ゆう　と

▲

兄弟、元気で仲良くしてね。大好きだよ♡

直央ちゃん（11か月）
な　 お

潤ちゃん（4歳）
じゅん

▲

兄弟仲良く元気に大きくなってね！

良輔ちゃん（11か月）
りょう すけ
▲

大好き良ちゃん♡
元気いっぱい大きくなあれ

瑞歩ちゃん（11か月）
みず　ほ
▲

元気にすくすく大きくなってね!!
紗蘭ちゃん（11か月）
さ　 ら

翼颯ちゃん（2歳）
つばさ

愛結ちゃん（3歳）
あ　  ゆ

▲

生まれてきてくれて、ありがとう

広
報王
伸

平
成
28
年
8
月
17
日（
水
）撮
影
（
10
か
月
児
健
診
に
て
）

す
く
す
く
王
寺
っ
こ
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　夏休み最後の締めくくり。天川
村で行われた山村体験活動での
達磨堂前集合写真です。天川村の
職員の方から達磨堂の説明を受
けた子ども達は、王寺町達磨寺と
の違いに興味津々。特集でも触れ
ていますが、詳細は来月号「思いつ
くまま、歴史の旅」をお楽しみに。

■今月の表紙

のうごき 平成28年8月31日現在（前月比）
人口 23,614人（+36） 男 11,196人（+23） 女 12,418人（+13） 世帯数 10,037世帯（+26）

　過ごしやすい季節になってきましたね。皆様こんにちは。
　最近、庁舎内の先輩や同僚から、「いつになったら名乗るのか」と聞かれ
ます。確かに、春の挨拶では意気込みだけを述べていたなと思いましたの
で、このあとがき内で遅ればせながら簡単に自己紹介させていただきます。
　生まれは山口、育ちは王寺。学生の頃は吹奏楽に明け暮れ、町の子ども
会活動にも携わるキャンプ大好き人間です。現在は日ごろから雑誌等を
チェックし、より見やすい紙面や親しみを持てるデザインを研究する毎日で
す。以上！つい先日第一子が誕生し、デレデレのパパになった広報担当：
村田がお送りしました！それではまた、来月号でお会いしましょう！

あ・と・が・き


